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　　子宮頸がん予防ワクチンとは？

　　 子宮頸がんを予防するワクチンで、２種類のワクチンがあります。
	ワクチンの種類
	　　　　接種回数
	　　　　　　接種間隔

	2価ワクチン（サーバリックス）
	３　回
	2回目：1回目の接種から1ヵ月後
3回目：1回目の接種から6ヵ月後

	4価ワクチン（ガーダシル）
	３　回
	2回目：1回目の接種から2ヵ月後
3回目：1回目の接種から6ヵ月後



　　対象年齢は？

　　 小学6年生から高校１年生の女子（標準的接種は中学１年生）
　　 定期接種費用は高校1年生の3月31日まで無料となります。

※高校1年生の場合、年度内に接種を完了するには、1回目接種を9月30日まで
に開始する必要があります。

どこで受けるの？

　　　別紙の一覧表に記載されている医療機関で受けることが出来ます。

　　　ワクチンの準備などがありますので、必ず医療機関に直接連絡し、予約をしてから
行くようにしましょう。
 接種を希望される場合は保健センターで予診票をお渡しします。

　　接種するときに持参するものは？ 
○母子手帳

＊卒業後、予防接種歴の確認が必要になるときもあります。「予防接種の記録」の欄に記入してもらいましょう。
　　　○予診票
　　　　 ＊保健センターでお渡しします。

　　接種後の家庭での過ごし方は？・・・接種後の注意・・・

（1）入浴は差し支えありませんが、注射した部位をこすらないようにしましょう。

（2）接種後24時間は副反応の出現に注意しましょう。

予防接種に関する不安、心配などありましたら、接種医療機関もしくは、金浦保健センターにお問い合わせください。

（3）接種当日は、いつもどおりの生活で差し支えありませんが、激しい運動は避けましょう。
（4）定期接種を受ける際は、原則保護者が同伴してください。

































